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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 157,375 13.2 23,658 65.1 23,595 64.3 16,289 80.8

2023年３月期第１四半期 139,026 24.2 14,328 187.4 14,364 128.4 9,008 223.7
(注)包括利益 2024年３月期第１四半期 23,722百万円( 116.0％) 2023年３月期第１四半期 10,985百万円( 659.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 78.80 －

2023年３月期第１四半期 43.18 －
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 1,697,332 501,187 29.2

2023年３月期 1,738,195 480,575 27.3
(参考) 自己資本 2024年３月期第１四半期 495,320百万円 2023年３月期 474,754百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2024年３月期 －

2024年３月期(予想) 15.00 － 15.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 297,000 4.1 25,000 3.7 23,000 △0.7 15,500 19.0 74.40

通期 605,500 △1.5 46,500 △18.0 42,500 △22.5 28,500 △2.3 136.80
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　 （連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期１Ｑ 209,815,421株 2023年３月期 209,815,421株

② 期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 3,100,096株 2023年３月期 3,099,118株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 206,715,754株 2023年３月期１Ｑ 208,619,315株
　

（注）自己株式に含めている役員報酬信託口が保有する当社株式数は、以下のとおりであります。
　 2024年３月期第１四半期 107,700株 2023年３月期 107,700株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提にもとづいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあ
たっての注意事項等につきましては、四半期決算短信（添付資料）Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）
　「2024年３月期 第１四半期決算補足説明資料」につきましては、本日（2023年８月２日）ＴＤｎｅｔで開示す
るとともに、当社ホームページにも掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ変更や海外から

の入国制限が緩和されたことにより、緩やかな回復の動きがみられました。一方、緊迫する海外情勢の長期化や為
替の変動のほか、消費者物価の上昇は引き続いております。
当社グループにおきましては、当年度は「事業構造改革と事業推進体制の再編の着実な実行」、「事業環境の回

復傾向を捉えた収益拡大」を取組方針に掲げ、目標数値の早期達成を目指すとともに、次なる成長ステージに向け
た取組も進めてまいります。
当第１四半期連結累計期間の連結業績は、営業収益は157,375百万円（前年同期比13.2％増）、営業利益は23,658

百万円（前年同期比65.1％増）、経常利益は23,595百万円（前年同期比64.3％増）、親会社株主に帰属する四半期
純利益は16,289百万円（前年同期比80.8％増）となり、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利
益はそれぞれ過去最高を更新いたしました。
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（運輸事業）

運輸事業では、鉄道業におきまして、感染症法上の位置づけ変更による通勤・通学利用の回復やゴールデンウ
ィークを中心とした行楽利用の回復により定期・定期外ともに輸送人員が増加したことに加えて、鉄道駅バリア
フリー料金制度導入により、運輸事業全体としては、営業収益は51,445百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益
は9,333百万円（前年同期比44.5％増）となりました。

（レジャー事業）

レジャー事業では、旅行業における教育旅行等の団体旅行の回復に加えて、感染症法上の位置づけ変更による
国内旅行需要及び入国制限解除に伴う訪日外国人旅行客の増加によるホテル業における都内ホテルを中心とした
稼働率及び客室単価上昇、スカイツリー業における入場者数の回復等により、レジャー事業全体としては、営業
収益は50,462百万円（前年同期比36.5％増）、営業利益は9,570百万円（前年同期比100.3％増）となりました。

（不動産事業）

不動産事業では、不動産分譲業におけるマンション販売戸数の縮小はあったものの、スカイツリータウン業に
おける国内外からの観光客の回復による来場者数増により、不動産事業全体としては、営業収益は11,808百万円
（前年同期比0.2％増）、営業利益は2,750百万円（前年同期比10.2％減）となりました。

（流通事業）

流通事業では、百貨店業におきまして、外出機会の増加や脱マスク需要等により化粧品や婦人服を中心とした
衣料品等が好調に推移いたしました。また、ストア業では、物価上昇による買い上げ点数減や閉店の影響により
減収となったものの、販売価格の見直しにより利益が改善いたしました。
流通事業全体としては、営業収益は41,459百万円（前年同期比0.8％増）、営業利益は1,106百万円（前年同期

比633.8％増）となりました。

（その他事業）

その他事業では、建設業における完成工事増により増収となったことに加えて原価率が改善したことで、営業
収益は17,167百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益は1,231百万円（前年同期は110百万円の営業損失）となり
ました。

（２）財政状態に関する説明
当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少等により1,697,332百万円となり、前連結会計年度

末と比べ40,863百万円（前期比2.4％減）の減少となりました。
負債は、設備投資関係等の未払金（流動負債の「その他」）の減少等により1,196,144百万円となり、前連結会計

年度末と比べ61,475百万円（前期比4.9％減）の減少となりました。
純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により501,187百万円となり、前連結会計年度末と比べ

20,612百万円（前期比4.3％増）の増加となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
2024年３月期の連結業績予想につきましては、前回発表時（2023年４月28日公表）の予想を据え置いております。
今後、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに公表いたします。

※業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は、今後様々
な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 69,255 27,997

受取手形、売掛金及び契約資産 85,146 80,310

分譲土地建物 19,235 21,975

その他 32,912 31,533

貸倒引当金 △459 △199

流動資産合計 206,090 161,617

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 530,107 528,157

土地 636,409 636,847

その他（純額） 227,331 223,014

有形固定資産合計 1,393,848 1,388,019

無形固定資産 19,455 18,627

投資その他の資産

投資有価証券 73,614 83,998

その他 46,318 46,438

貸倒引当金 △1,132 △1,368

投資その他の資産合計 118,801 129,068

固定資産合計 1,532,105 1,535,715

資産合計 1,738,195 1,697,332
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 51,922 41,612

短期借入金 36,362 23,692

1年内返済予定の長期借入金 83,143 83,042

1年内償還予定の社債 19,920 30,120

引当金 7,751 8,696

その他 260,339 217,476

流動負債合計 459,439 404,640

固定負債

社債 158,160 138,160

長期借入金 494,592 503,992

引当金 994 966

退職給付に係る負債 43,997 44,354

その他 100,435 104,031

固定負債合計 798,181 791,504

負債合計 1,257,620 1,196,144

純資産の部

株主資本

資本金 102,135 102,135

資本剰余金 51,958 51,958

利益剰余金 258,028 271,215

自己株式 △10,302 △10,305

株主資本合計 401,820 415,004

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,624 33,053

土地再評価差額金 47,593 47,593

為替換算調整勘定 144 149

退職給付に係る調整累計額 △428 △479

その他の包括利益累計額合計 72,933 80,316

非支配株主持分 5,820 5,866

純資産合計 480,575 501,187

負債純資産合計 1,738,195 1,697,332
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

営業収益 139,026 157,375

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 95,472 103,595

販売費及び一般管理費 29,225 30,121

営業費合計 124,698 133,716

営業利益 14,328 23,658

営業外収益

受取配当金 774 898

保険配当金 436 407

その他 626 468

営業外収益合計 1,837 1,774

営業外費用

支払利息 1,426 1,429

その他 375 407

営業外費用合計 1,801 1,837

経常利益 14,364 23,595

特別利益

固定資産売却益 81 39

工事負担金等受入額 182 21

補助金収入 0 167

その他 30 35

特別利益合計 295 264

特別損失

固定資産除却損 48 46

固定資産圧縮損 180 20

投資有価証券評価損 - 334

退職給付制度終了損 423 -

退職特別加算金 409 -

その他 93 116

特別損失合計 1,155 517

税金等調整前四半期純利益 13,504 23,342

法人税、住民税及び事業税 4,526 6,565

法人税等調整額 6 441

法人税等合計 4,532 7,007

四半期純利益 8,971 16,335

非支配株主に帰属する四半期純利益
又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△37 45

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,008 16,289
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 8,971 16,335

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,031 7,433

為替換算調整勘定 28 5

退職給付に係る調整額 △46 △50

その他の包括利益合計 2,013 7,387

四半期包括利益 10,985 23,722

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11,020 23,672

非支配株主に係る四半期包括利益 △35 50
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

運輸事業
レジャー
事業

不動産事業 流通事業 その他事業 計

営業収益

(1) 外部顧客への
　 営業収益

46,368 36,792 7,803 38,956 9,106 139,026 － 139,026

(2) セグメント間
　 の内部営業収
　 益又は振替高

843 163 3,977 2,194 7,584 14,762 △14,762 －

計 47,211 36,956 11,780 41,150 16,690 153,789 △14,762 139,026

セグメント利益
又は損失（△）

6,458 4,777 3,062 150 △110 14,338 △9 14,328

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。
２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

運輸事業
レジャー
事業

不動産事業 流通事業 その他事業 計

営業収益

(1) 外部顧客への
　 営業収益

50,537 50,321 8,560 39,098 8,857 157,375 － 157,375

(2) セグメント間
　 の内部営業収
　 益又は振替高

907 141 3,248 2,361 8,310 14,969 △14,969 －

計 51,445 50,462 11,808 41,459 17,167 172,344 △14,969 157,375

セグメント利益 9,333 9,570 2,750 1,106 1,231 23,992 △333 23,658

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。
２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


